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はじめに
1985年５月、地域社会へのサービスを目的として開設されて以来、鹿児島国際大学福祉社会学部児
童相談センター（以下、「本センター」という）は、現在、４名の相談員がそれぞれのフィールド
ベースで相談活動等を重ねている。また、これらの相談活動等を個別の取り組みだけで終わらせるの
ではなく、相談員自身による相互の反省・考察等を総括的に行い、その成果や学び等を地域社会に還
していくことも本センターの役割（使命）とするところである。
そのために、本センターでは、毎年度、公開シンポジウムといった形の独自企画を開催してきた。
今回企画の概要
令和２年度後期の公開シンポジウムは次のような企画とした。
規程第２条には、本センターの目的として、「地域社会へのサービス」に資することを主とし、加
えて、「関係教員の臨床の場」であると同時に、「学生・院生の実習も行う」と定められている。現
在のセンター活動では、本学の学生や院生を対象とする実習等を直接取り扱うことはないが、それで
も、センター相談員が学生・院生に対しどのような教育的貢献等ができているのか等については、一
度自己点検すべきであろう。
そこで、今回は、２名の相談員が本学学部または大学院で専門教育やゼミ指導を行い専門職就職を
果たした卒業生等を招いて、それぞれ相談員として目指す「専門職養成教育」をめぐり、話題提供お
よび討論を展開することにした。
なお、新型コロナウィルス感染拡大防止の必要から、今回はオンラインによる開催とした（参加申
込制）。
ゲストシンポジストとして、松元相談員（特別支援教育専門）が招いた卒業生は次の２名である。
　濵﨑寛之さん（鹿児島養護学校小学部）
　榎並あゆみさん（鹿児島養護学校訪問教育）
また、岩井相談員（子ども家庭SW専門）は次の卒業生２名を招いた。
　石山晴香さん（福祉社会学研究科院生）
　平山貴寛さん（社会福祉法人愛真会三州原学園保育士）
なお、当日のコーディネーターは古賀相談員（センター長）が、Zoomホスト補助・記録等は中村相
談員が、それぞれ担当した。
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当日の開催要領は次の通りである。
〈開催要領〉
　日時：2021年１月23日（土）13：30～15：00
　方法：Zoomを利用してのオンライン実施
　　　　※撮影場所は、（学内）福祉社会学部長室
　対象：教育・福祉関係者、学生・大学院生、一般市民、他
参考までに、開催案内チラシを図１に示す。
図１　開催案内チラシ
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シンポジストの内容とその成果
今回の参加はオンライン実施でもあるため、学部教員や大学院生を含めて全て学内関係者であり、
人数は６名にとどまるところとなった。
まず、コーディネーターの古賀相談員によるセンター長挨拶、および、本企画の趣旨説明がなされ
た。
続いて、松元相談員のファシリテーションのもと、特別支援学校に勤務する濵﨑さんと榎並さんが
松元相談員から出された質問にそれぞれ答える形で発言を進めていった。次に、岩井相談員が児童養
護施設勤務の平山さんと大学院生である石山さんに対しファシリテートし、進路決定の経緯や大学教
育での学び、専門職養成教育としての要望等を順に語ってもらう形となった。
４名のゲストシンポジストの発言が一通り終わった後、休憩も挟みながら、撮影場所に同席したメ
ンバー全員でフリー討論を行った。また、オンラインを通し参加者からの質問や感想等も得ることが
できた。
要約すると、濵﨑さんと榎並さんは、それぞれの大学時代を振り返ってみて、二人とも現職におけ
る教科指導だけでなく連絡帳や通知表の記入等に役立っているのが特に「文章力」の習得であること
をまず強調した。社会福祉学科の主要課程である社会福祉士教育における障害者（児）の地域生活支
援や親・家族に対する相談援助等の福祉専門の学びこそが自身の職能に対する素養（特に、視野の広
がり等）となっていること等も異口同音に語られた。さらに、今の在学生に対しては、子どもとの関
わりや職場体験等を多く積むことを推奨してもらった。
一方、平山さんは、大学入学時には小学校教員志望であったものの、学部（児童学科）で受けた講
義により児童養護の仕事を知り得たことが契機となってそのまま施設就職につながったとのことであ
る。と同時に、就職して実際に現場に入ってみると、かつて受けた講義内容との違い等を感じさせら
れることもあると語った。また、石山さんは、大学院に進学してからは、学部（児童学科）よりもさ
らに専門的な福祉学関連科目の履修や自分自身の医療保育をテーマとする修士論文研究を通して保育
や福祉の幅の広さをさらに学び取ることができたようである（特に、理解の深まり）。
参加者からは、少数ながらも、内容に関し「充実したシンポジウムであった」との感想が寄せられ
た。特に、本センターの存在や意義を改めて認識していただくよい機会となったことが大変有益に思
われた次第である。さらに、本センターとして、今回の討論等を踏まえ、さらなる専門職養成教育の
充実・推進に努めたい旨を確認し合う貴重な機会でもあった。
なお、今回企画は大学ホームページにも記事としてアップされており、図２に示しておく。
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図２　大学HP掲載記事
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